
2021 年度（第 59 回）産業学会全国大会 

共通論題 

『アパレル産業の日欧比較――繊維産地の構造変化と 

競争力の再構築に向けて――』 
2021 年 6 月 12 日（土）・6 月 13 日（日） 

於：Zoom を用いたオンライン開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大会日程◆ 

6 月 12 日(土) 

(Zoom開催) 

11： 00～ 12： 15 13： 30～ 16： 55 17： 10～ 18： 10 

理 事 会 自 由 論 題 会 員 総 会 

6 月 13 日(日) 

(Zoom開催) 

10： 00～ 15： 00 15： 15～ 16： 15  

共 通 論 題 理 事 会  

 

開催実行委員長 

阪南大学流通学部  杉田 宗聴 
 

実行委員 
肥塚 浩 ・ 佐伯 靖雄 ・ 孫 飛舟 ・ 田中 彰 ・ 中道 一心 

 
【実行委員会連絡先】 

〒580-8502 大阪府松原市天美東 5-4-33（流通学部 杉田宗聴） 
Tel: 072-332-1224  

msugita@hannan-u.ac.jp 

 

新緑の候、会員各位におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素はご多忙の中、産

業学会の諸活動にご尽力とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

さて、本年度の共通論題のテーマは、「アパレル産業の日欧比較――繊維産地の構造変化と競争力の再

構築に向けて――」と致しました。工業統計表（品目編）によると、日本国内における衣服・その他の繊

維製品（以下、アパレル製品と略す）は、バブル経済崩壊後に一気に衰退し、2016 年時点では最盛期の

およそ 3 分の 1 の水準にまで落ち込んでいます。これは言うまでもなく、中国をはじめとする後発国へ

の生産拠点の移転によるものです。一方で、同じ先発国でも、イタリアのアパレル産業は、高付加価値製

品に生産品目を絞り込み、WTO の集計によると 2015 年時点での輸出額の世界シェアで第 4 位を維持し

ています。 

今回の全国大会統一論題では、後発国が競争優位を持つとされる労働集約的特性を持つアパレル産業に

おいて、イタリアはなぜ競争力を確保し生き残りを実現し得たのか、また日本の繊維産地はどのようにし

てこの課題に対応しようとしているのか、日欧両極の事例を踏まえつつ、ビジネスモデルと組織間連携の

視点から議論したいと考えています。 

本年度の全国大会は、本来は阪南大学を会場として実施する予定でしたが、新型コロナウイルスの感染

拡大のため、全面オンラインで実施せざるを得なくなってしまいました。対面での開催を期待されていた

会員の皆様には申し訳ありませんが、意義ある大会と致したく努力する所存です。どうぞよろしくお願い

いたします。 

産業学会会長 山﨑 朗 



＜１日目：2021 年 6 月 12 日（土）＞  

 

11:00-12:15

13:30-16:55

A会場 B会場 Ｃ会場 D会場

zoomホスト 佐伯靖雄 田中彰 肥塚浩 中道一心

司会者 孫飛舟

大阪商業大学

田中彰

京都大学

堀井伸浩

九州大学

小林哲也

城西大学

垣谷幸介
近藤信一

三好純矢
甘辛

原田優花子

小竹暢隆

豊田汽車技術中心

（中国）有限公司
岩手県立大学総合政策学部 京都大学（院）

名古屋工業大学（院）

ヒューマンウェア・

ネットワーク推進機構

オーラルヒストリーの可能性と限

界ートヨタ自動車と天津汽車の合

弁を事例としてー

地方中小ものづくり企業における

デザイン経営の理論構築に

向けた研究（経過報告）

中国における

動画配信サービスの展開

金属3Dプリンタビジネスの

現状と課題

佐伯靖雄

竹田英司

水野勝之

井草剛

銀迪 山崎文徳

関西大学

長崎県立大学

明治大学

松山大学

東北大学（院） 立命館大学

地理的分断克服に向けた

トヨタ・グループでの

委託開発の取り組み

東京城東地域における

革製雑貨産業の稼ぐ力と優位性

中国の鉄鋼産業政策：

市場認識・政策執行・産業組織形

成

ボーイングにおける

民間航空機の開発と生産

司会者 佐伯靖雄

関西大学

中山健一郎

札幌大学

清水一史

九州大学

中道一心

同志社大学

細矢浩志 田中彰 竹下伸一 柳父行二

弘前大学 京都大学 京都大学（院） セカンドカード研究処

欧州自動車産業の「脱炭素」戦略
資源循環をめぐる

産業融合と事業システム

日系塗料2社による

アジア・中国事業の展開

Build Back Betterの

テレワーク活用×執務場所選択

三藤利雄 外川健一 後藤康浩

立命館大学 熊本大学 亜細亜大学

燃料電池自動車の

技術進化過程と受容可能性

2020年コロナ禍下での日欧の自動

車リサイクル制度改革の論点：日

本とポーランドを事例に

米中対立によるアジアの産業立地

の変化～電子・電機産業の

ASEAN、インドシフトはどこまで

進むのか

17:10-18:10

13:30-14:15

休憩

会員総会

16:10-16:55

14:20-15:05

15:20-16:05

理事会

自由論題報告



＜２日目：2021 年 6 月 13 日(日)＞  

 

 

オンライン会場の詳細（zoom の URL 等）は、参加申込いただいた方に後日、改めてお送りいたします。その際、報告要旨を保管しているクラウドストレージ

の URL もお知らせいたしますので、各自、ダウンロードの上、ご参加いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 参加申込は、https://forms.gle/whfePFQgBFGVEdod6からお願いいたします。ホームページ、メーリングリストにも URL がございますので、クリックいただけ

れば幸甚です。 

 

◆会費納入のお願い◆ 

 

◼ 今年度の会費は、学会事務局より改めてご連絡いたします。 

 

10:00-15:00

zoomホスト

司会者

10:00-10:40

10:45-11:25

11:30-12:10

12:10-13:10

13:10-15:00

15:15-16:15

第１報告　奥山雅之（明治大学）「日本繊維産地の構造変化―分離と結合―」

第２報告　岩佐和幸（高知大学）「グローバル化／ファスト化に翻弄される繊維産地と域内縫製業の苦闘」

第３報告　大村邦年（阪南大学）「イタリアにおけるブランド価値基盤による多角化―GIORGIO ARMANI社と Alberto del Biondi社を事例として―」

討論・ディスカッション

討論者　杉田宗聴（阪南大学）

討論者　富野貴弘（明治大学）

討論者　渡部いづみ（浜松学院大学）

理事会

休憩

共通論題

中道一心

田中彰（京都大学）・中道一心（同志社大学）


